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まちの人口（平成２４年１１月１日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 18,009 人（25 人減）　男 8,754 人（23 人減）　女 9,255 人（2 人減）　世帯数 6,918 世帯（1 世帯減）　※（　）内は前月比

１０月２１日に行われた「第２回南会津町ふるさと健康マラソン大会（ゴーマン杯）」。

紅葉色づく舘岩路を６１７人のランナーたちが駆け抜けました。

（写真は２km 小学男子・女子（３・４年）の部）

走ろう！舘岩路を
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南会津の

秋まつり

■

新
そ
ば
に
舌
鼓

　

10
月
７
～
８
日
、御
蔵
入
交
流
館
で
、

「
第
４
回
南
会
津
新
そ
ば
ま
つ
り
」
と

「
第
１
回
元
気
で
す
！
南
会
津
都
市
交

流
フ
ェ
ス
タ
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
っ
た
新
そ
ば
ま

つ
り
は
、
県
内
外
の
そ
ば
フ
ァ
ン
に
定

着
し
た
よ
う
で
、
２
日
間
に
わ
た
り
約

８
千
食
の
そ
ば
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
郡
内
６
つ
の
そ
ば
団
体
が
出

店
し
、
来
場
者
に
新
そ
ば
を
提
供
。
目

当
て
の
そ
ば
を
食
べ
る
た
め
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
各
店
舗
の
前
に
列
を
つ
く

っ
て
い
ま
し
た
。

第４回南会津新そばまつり
元気です！南会津
　　　　都市交流フェスタ

10/7～8

秋は実りの季節。
自然豊かな南会津は、山・川・田畑の恵みに溢れています。
そんな秋の恵みを満喫する「まつり」が各所で開かれ、
多くの方々でにぎわいました。

田島地域／御蔵入交流館

　

同
時
開
催
と
な
っ
た
都
市
交
流

フ
ェ
ス
タ
は
、
風
評
被
害
を
吹
き

飛
ば
す
南
会
津
の
元
気
を
県
内
外

に
発
信
し
よ
う
と
は
じ
め
て
開
催

さ
れ
、
友
好
都
市
で
あ
る
台
東
区

や
『
結
』
協
定
を
締
結
し
て
い
る

泉
崎
村
な
ど
の
物
産
販
売
が
行
わ

れ
、
来
場
者
の
人
気
を
集
め
て
い

１

２

３ ４

５

７

８

９

６

　 田島祇園祭屋台歌舞伎秋公演の大人歌舞伎。

迫真の演技に来場者からは万雷の拍手が送られ

ました。　 新そばまつりでは、お目当てのそば

を食べようと、多くの方々が列をつくりました。

　　　７日夜には南会津屋台村が出現。飛び入

り参加もあったステージは大いに盛り上がり、

屋台には大勢が並びました。

　　　　 両日は子ども向けのイベントも開催

され、ハロウィーンにちなんだ“かぼちゃ人形”

づくりには多くの子どもたちが夢中に。

　 田島保育園児による田島太鼓は、南会津の秋

の空に響き渡りました。

　 県立田島高校茶道部による野点も行われ、来

場者にお茶と和菓子が振舞われました。

１

２

３ ４

５ ６ ７

８

９

10/14 伊南地域／古町温泉「赤岩荘」周辺

伊南川古町温泉あゆまつり

■

鮎
の
塩
焼
き
を
堪
能

　

10
月
14
日
、
古
町
温
泉
赤
岩
荘
周
辺

の
特
設
会
場
で
、「
伊
南
川
古
町
温
泉

あ
ゆ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮎
の
塩
焼
き
や
新
そ
ば
、
ま
い
た
け

の
天
ぷ
ら
や
も
ち
な
ど
、
南
会
津
の
秋

の
恵
み
が
出
品
さ
れ
た
テ
ン
ト
に
、
多

く
の
方
々
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

何
と
い
っ
て
も
ま
つ
り
の
目
玉
は

「
伊
南
川
の
鮎
」。
関
係
者
に
よ
っ
て
じ

っ
く
り
と
焼
か
れ
た
鮎
は
、
骨
ま
で
食

べ
ら
れ
ま
す
。

10/21 田島地域／上中町特設会場

会津田島軽トラ市

　

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
鮎
の
塩
焼
き
に
か
ぶ
り
つ
い

て
い
ま
し
た
。

　 関係者によって準備される

　 「伊南川の鮎」

　 初めての鮎の塩焼きにおっかな

　 びっくりかぶりついていました。

　 鮎を求めて多くの方々が並びました。

１

２

３

１

２ ３

■

初
開
催
で
に
ぎ
わ
い

　

10
月
21
日
、
田
島
地
域
の
上
中
町
特

設
会
場
に
お
い
て
「
会
津
田
島
軽
ト
ラ

市
」
が
南
会
津
町
商
業
振
興
協
同
組
合

の
主
催
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

軽
ト
ラ
や
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
の
荷

台
に
し
ん
ご
ろ
う
や
野
菜
、
木
工
品
な

ど
の
商
品
を
並
べ
た
14
店
舗
が
出
店
。

多
く
の
町
民
が
訪
れ
、
商
品
が
す
ぐ
に

完
売
し
て
し
ま
っ
た
軽
ト
ラ
も
あ
る
な

ど
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

田
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
田

島
ス
タ
ン
プ
会
の
交
換
会
も
同
時
に
行

わ
れ
、会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 多くの人でにぎわった軽トラ市

■南会津の元気を発信ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
も

設
置
。『
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
秋

公
演
』、『
お
い
で
よ
！
南
会
津
コ
ン
サ

ー
ト
』、
田
島
吹
奏
楽
団
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓
演

奏
な
ど
の
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ

れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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南会津の

秋まつり

10/27 舘岩地域／そば処曲家（前沢）

会津高原たていわ新そばまつり

■

伝
統
の
『
裁
ち
そ
ば
』
に
舌
鼓

　

10
月
27
日
、「
第
25
回
会
津
高
原
た

て
い
わ
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が
前
沢
地
区

の
そ
ば
処
曲
家
で
行
わ
れ
、
多
く
の
そ

ば
フ
ァ
ン
が
奥
会
津
伝
統
の
『
裁
ち
そ

ば
』
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

ざ
る
そ
ば
や
か
け
そ
ば
、
天
ぷ
ら
盛

り
合
わ
せ
や
は
っ
と
う
な
ど
の
特
別
セ

ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
に
約
１
５
０
人
の
参
加

者
は
大
満
足
。

　

参
加
者
は
、
国
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
で
あ
る
前
沢
曲
家
集
落
も

無
料
で
入
場
で
き
、
曲
家
の
風
情
を
感

じ
な
が
ら
伝
統
の
食
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

10/27
南郷地域／
南郷スキー場センターハウス

南郷新そばまつり

■

名
人
の
そ
ば
を
堪
能

　

10
月
27
日
、
南
郷
ス
キ
ー
場
セ
ン
タ

ー
ハ
ウ
ス
で
「
第
11
回
南
郷
新
そ
ば
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
約
４
２
０
人
が

来
場
し
、
香
り
高
い
新
そ
ば
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人
の
打
つ
４
種

類
の
新
そ
ば
が
食
べ
放
題
で
振
舞
わ
れ

た
ほ
か
、
郷
土
料
理
や
南
郷
ト
マ
ト
な

ど
も
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
の
実
演
や
、
地
場
産
品
が

当
た
る
抽
選
会
な
ど
の
心
の
こ
も
っ
た

も
て
な
し
に
、
参
加
者
は
心
行
く
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　 多くの方が香り高い新そばを楽しみました。

　　　地元の４人のそば打ち名人による実演

１

２ ３

１

２ ３

裁ちそばに舌鼓を打つそばファンで

会場はにぎわいました。

裁ちそばの実演に多くの方が見入っていました。

　９月３０日、御蔵入交流館で第５回こどもま
つりが行われ、会場は子どもたちの笑顔でいっ
ぱいでした。
　木工遊びや、竹馬、独楽まわしなどの親子伝
承遊び、保育士手づくりのゲームが楽しめたお
祭りコーナー、おやつの試食コーナーなど、盛
りだくさんの内容で、子どもたちは大いに楽し
んでいました。
　また、劇団ピッカリ座によるぬいぐるみ人形
劇「赤ずきんちゃん」も上演され、子どもたち
は祭りを楽しんでいました。

第５回こどもまつり

子どもたちの笑顔がいっぱい

多くの子どもでにぎわったプラ板コーナー

　町民の健康増進と住民相互の親睦を図ること
を目的に、毎年開催されている南会津町長杯野
球大会の決勝戦が、１０月２日、びわのかげ野
球場で行われ、長野チームが田部チームを８対
１で降し、優勝を果たしました。
　１３チームが参加した今大会。いつもは別々
のチームでプレーする選手たちですが、地区の
栄光を目指して世代を超え、一致団結してプレ
ーする姿が印象的でした。
　なお、個人賞は右のとおりです。

南会津町長杯野球大会

打線爆発し長野チーム快勝

　中荒井地区では、昭和４６年に建築された現
在の集会所の各所に老朽化が目立ち始めたこと
から、「快適な中荒井地区集会施設づくり委員
会」（湯田守次会長）を組織し、地区民総参加
の活動をしています。
　９月２７日には、現施設の現状と課題の抽出、
その改善方法についてをテーマとしたワークシ
ョップが開催されました。
　多くの委員がワークショップ初体験でした
が、施設づくりに意見を反映させようと真剣に
取り組んでいました。

中荒井地区でワークショップ開催

快適な集会所づくりを目指して

ワークショップに取り組んだ委員の皆さん

優勝した長野チーム

▼最高殊勲選手賞：渡部裕一郎さん（長野）
▼優秀選手賞：星勝太さん（長野）
▼敢闘賞：湯田秀和さん（田部）
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家族経営協定締結式
健康で明るい農業ライフを目指して

　１０月１０日、郡山市のビックパレットふくしまで
「赤十字ボランティアのつどい」が開かれ、南会津町
田島赤十字奉仕団の湯田喜恵子さん（田部）、大竹君
子さん（中町）、渡部英明さん（中町）の３人が、「銀
色有功章」を受章しました。
　３人とも長年にわたった赤十字奉仕団での奉仕活動
等の功労に対しての表彰でした。
　受章された皆さん、おめでとうございます。

赤十字ボランティアのつどい
奉仕活動に尽力、功労表彰受章

受章した湯田喜恵子さん（左）と大竹君子さん（右）

　１０月１２日、御蔵入交流館において、移動知事
室「知事と語ろう『さわやかトーク』」が開催され、
南会津郡内から選ばれた住民の方が、佐藤雄平福島
県知事と懇談しました。
　南会津町からは、阿久津隆広さん（糸沢）、佐藤
佳厘さん（浜野）の２人が参加し、阿久津さんは新
エネルギーや再生エネルギーの提案など、佐藤さん
は地域医療の充実や教育などについて知事に提案や
意見発表を行いました。
　佐藤知事は、それぞれの意見に真剣に耳を傾け、
アドバイスや説明などを行いました。

より良い県政へ意見交換
知事と語ろう「さわやかトーク」

阿久津 隆広さん 佐藤 佳厘さん

　

10
月
19
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
鹿
目
ヨ

ネ
さ
ん
（
田
部
原
第
一
）
へ
の
賀
寿
贈
呈

式
が
、
21
日
、
下
郷
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
郷
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
内
保
二
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
賀
寿
状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が

行
わ
れ
た
後
、
町
長
か
ら
賀
寿
状
と
銀
杯

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
次
女
の
村
沢
良
子
さ
ん
、
佐

藤
医
院
の
佐
藤
正
友
院
長
か
ら
花
束
が
贈

ら
れ
、
四
男
の
鹿
目
良
七
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　 百
歳
賀
寿

鹿目ヨネさん（田部原第一）

　

10
月
20
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
平
野
セ

キ
ヨ
さ
ん
（
福
渡
）。

　

９
月
20
日
に
舘
岩
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
、
舘
岩
地
域
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
の
席
上
で
、
町
長
か
ら
お
祝
い
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
好
き
嫌
い
せ
ず
、
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
、

規
則
正
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
長
生
き
し
ま
す
。」
と
笑
顔
で
語
っ
た

セ
キ
ヨ
さ
ん
。

　

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
に
参
加
し
た
皆
さ

ん
か
ら
、
温
か
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

平野セキヨさん（福渡）

　９月２４日、南郷総合支所で家族経営協定締結式が
行われ、南郷トマトを栽培する、阿久津研二さん・か
なえさん（水根沢）、小野賢二さん・恵巳子さん（水
根沢）、宗像堅固さん・美由紀さん（上山口）の３家
族が、協定を締結しました。
　家族経営協定とは、互いの意見を尊重し、安定的で
効率的な農業経営を確立し、健康で明るい家庭生活を
築くことを目的としています。

協定を締結した皆さん。

これからもおいしい南郷トマトをつくってください。

　１０月２９日、安藤邦幸さん（大新田）に、経済産
業省から同省所管統計調査の調査員として尽力された
ことへの感謝状が贈られ、町長より伝達交付が行われ
ました。
　安藤さんは、工業統計調査や商業統計調査などに、
多年にわたり従事し、正確で丁寧な調査を行われまし
た。その功績が認められての今回の感謝状贈呈となり
ました。安藤さん、おめでとうございます。

統計調査功労統計調査員表彰
安藤さんに感謝状贈呈

経済産業省から感謝状を贈呈された安藤さん（左）

南会津町びわのかげ陸上競技大会
好記録の続出に会場沸く

　９月３０日、びわのかげ多目的競技場で平成２４年
度南会津町びわのかげ陸上競技大会が開催されまし
た。
　さわやかな秋空の下、町内はもとより南会津郡内、

『結』協定を締結している泉崎村から、合計で４１５
人が参加しました。
　大会新記録が１２種目、大会タイ記録が３種目で出
るなど、好記録の続出に大会は盛り上がりました。秋空の下、好記録が続出しました。

町長からお祝いを手渡された平野さん（左）

発表者それぞれにアドバイスを行った佐藤知事
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わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金
口

座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始

　

除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

福
島
県
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４
（
多
重
債

　

務
相
談
窓
口
直
通
）

　

12
月
７
日
（
金
）、
12
月
12
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
50
分

　
（
１
組
あ
た
り
30
分
）

　

７
日
／
南
会
津
町
商
工
会
舘
岩
支
所
会
館

　
　
　
　

２
階
会
議
室

　

12
日
／
福
島
県
南
会
津
合
同
庁
舎
４
階
会

　
　
　
　

議
室

　

事
前
に
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　

原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
問
い
合

　

わ
せ
窓
口
（
福
島
県
原
子
力
賠
償
支
援
課
内
）

　

０
２
４
（
５
２
３
）
１
５
０
１

　

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

司
法
書
士
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

あ
い
づ
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
社
設
立
や
相
続
登
記
な
ど
の
登
記
相

談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問
題
、
借
金

な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、
成
年
後
見
な
ど
の

無
料
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
15
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

御
蔵
入
交
流
館
・
会
議
室

　

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
予
約
受
付
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

あ
い
づ
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
２
（
２
９
）
３
１
５
５

　

本
庁
総
合
政
策
課　

広
報
情
報
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
６

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券

　
　
　
　
利
用
期
間
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
町
商
品
券
連
合
会
発
行
の
プ
レ
ミ

ア
ム
絆
商
品
券
は
、
平
成
24
年
11
月
30
日
で

利
用
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
終
了
後
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
手
元
に
お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
町
商
品
券
連
合
会
（
南
会
津
町
商

　

工
会
内
）

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
３
２
９

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
20
日
（
火
）、
12
月
18
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

県
民
手
帳
お
よ
び
県
勢
要
覧

　
　
　
　
　
　
　
斡
旋
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
と
お
り
「
２
０
１
３
福
島
県
民
手

帳
」
と
「
平
成
24
年
版
福
島
県
勢
要
覧
」
を

斡
旋
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代

金
を
持
参
の
上
、
左
記
斡
旋
場
所
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、県
民
手
帳
は
、表
紙
が
「
さ
く
ら
色
」

と
「
濃
色
」
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。
さ
く
ら

色
の
手
帳
は
、
新
島
八
重
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
八
重
た
ん
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。

お
好
み
で
お
選
び
く
だ
さ
い
。

■
斡
旋
価
格

　

県
民
手
帳　

１
冊　

５
０
０
円

　

県
勢
要
覧　

１
冊　

１
，
５
０
０
円

■
斡
旋
場
所

　

本
庁
総
合
政
策
課　

広
報
情
報
係

　

各
総
合
支
所
振
興
課

■
斡
旋
期
間

　

平
成
24
年
11
月
30
日
（
金
）
ま
で

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話
帳
の

　
　
　
　
　
配
付
と
回
収
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
12
月
中
に
順
次
、

新
し
い
福
島
県
版
の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や

事
業
所
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
お
届
け
の
際

に
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡

し
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た
電
話
帳
は
、
地
球

環
境
保
護
や
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
新

し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
古
い
電
話

帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
改

め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ　
（
平
日
：
午
前
９

　

時
～
午
後
５
時
）

　

０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

多
重
債
務
・
賃
金
業
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
抱
え
て
い
る

借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
弁

護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
賃
金

業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
さ
れ
て
い

る
賃
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
い
合

℡

家
族
の
た
め
の
う
つ
病
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

う
つ
病
の
方
と
の
接
し
方
の
基
本
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
気
持
ち
を
話
し
合
っ

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、「
家
族
の
た
め
の
う

つ
病
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

う
つ
状
態
・
う
つ
病
の
治
療
を
受
け
て
い

　

る
方
の
ご
家
族
で
、
左
記
の
２
回
の
プ
ロ

　

グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
方

　

第
１
回
／
12
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

第
２
回
／
12
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

精
神
科
医
師
・
心
理
士
・
保
健
師
に
よ
る

　

う
つ
病
に
つ
い
て
の
お
話
と
参
加
家
族
同

　

士
の
交
流

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
に
電
話
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

巡
回
法
律
相
談(

12
月)

の
開
催
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
専
門

的
、
法
律
的
知
識
・
判
断
を
要
す
る
相
談
に

対
し
、
弁
護
士
を
巡
回
さ
せ
て
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問℡

℡ 問

問℡ 対

申

　国民健康保険税　  第５期
　介護保険料　　　  第５期
　後期高齢者医療保険料  第４期

納期限は 11 月 30 日 ( 金 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

申問℡

外
がいこくしゅっしんしゃ

国出身者の皆
みな

さんの生
せいかつそうだん

活相談に

多
おお

くの言
げ ん ご

語で応
おう

じています

　日
に ほ ん

本の生
せいかつ

活で困
こま

ったことはありますか？
　福

ふくしまけんこくさいこうりゅうきょうかい

島県国際交流協会で相
そうだん

談できます。
　・電

で ん わ

話でも相
そうだん

談できます。
　・会

あ

っても相
そうだん

談できます。
　・話

はなし

は秘
ひ み つ

密です。
　・相

そうだん

談は無
むりょう

料です。
　はじめに電

で ん わ

話してください。

　■英
え い ご

語・中
ちゅうごくご

国語・日
に ほ ん ご

本語
　　火

か よ う び

曜日～土
ど よ う び

曜日　９：００～１７：００

　■韓
か ん こ く ご

国語・タガログ語
ご

・ポルトガル語
ご

　　水
す い よ う び

曜日　１３：００～１７：００
　　※第

だい

４、５水
す い よ う び

曜日は予
よ や く

約してください。

　■問
と

い合
あ

わせ
　　相

そうだんせんよう

談専用
　　　TEL　    ０２４- ５２４- １３１６
　　　FAX　   ０２４- ５２１- ８３０８
　　　E-mail   ask@worldvillage.org

℡ 問℡ 問℡ 問℡ 問

日料 場℡ 問

日場申 内

日場問℡日場申問℡

問℡
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南会津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の 任免や職員数、職員の給与、勤務条件の状況などをお知らせします。

歳出額（A) 人件費（B) 人件費率（B/A)

135億  743万円 22億1,080万円 16.4％

①人件費と職員給与費の状況

　（ア）人件費の状況（平成23年度一般会計決算）

職員数
（A)

給与費 一人当たり給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

259人 9億3,082万円 1億4,854万円 ３億3,564万円 14億1,499万円 546万円

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 330,576円 378,805円 44.6歳

区　分 採　用 初任給 経過年数
２年以上３年未満

経過年数
10年以上15年未満

経過年数
15年以上20年未満

経過年数
20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 175,100円 187,200円 283,100円 320,400円 339,300円

高校卒 142,500円 152,400円 228,500円 289,500円 319,400円

②採用職員と退職職員

（注）採用者数は、平成24年４月１日付新規採用者、退職者は、

平成23年４月１日～平成24年３月31日の退職者を表します。

部　　門
職員数 対前年

増減数平成23年 平成24年

一
般
行
政

議 会 3 3 0

総 務 66 65 ▲1

税 務 18 17 ▲1

民 生 39 37 ▲2

衛 生 24 24 0

農林水産 31 31 0

商 工 16 15 ▲1

土 木 18 18 0

小　計 215 210 ▲5

特別
行政

教 育 45 43 ▲2

小計 45 43 ▲2 

公　営

企業等

水 道 5 4 ▲1

下 水 道 2 2 0

そ の 他 10 10 0

小　計 17 16 ▲1

合　　計 277 269 ▲8

③部門別職員数の状況

（注）公営企業等のその他の職員は、国民健康保険事業

および介護保険事業に関する職員です。（教育長を含む）

（単位：人）①採用試験の実施状況（平成23年度）

職　種
第１次試験 第２次試験

試験日 受験者数 試験日 受験者数

大卒程度
（行政）

Ｈ23.7.24
18

Ｈ23.9.4
4

資格免許職
（保健師）

4 4

高校卒程度
（一般）

Ｈ23.9.18 12 Ｈ23.10.29 4

（単位：人）

区　分
採用者数
（Ａ）

退職者数
（Ｂ）

(A)－(B)

一般行政職 3 6 ▲3

保 育 士 0 0 0

保 健 師 3 4 ▲1

技能労務職 0 4 ▲4

合 計 6 14 ▲8

（単位：人）

２ 職員の給与の状況

１ 職員の任免と職員数に関する状況

（注）人件費には、特別職に支給される給与、

　　　報酬を含みます。

　（イ）職員給与費の状況（平成23年度一般会計決算）
（注）職員手当には、

退職手当を含

みません。

②職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成24年４月１日現在）

人事行政運営などの状況を公表します

（注）平均給与月額は、給与および職員手当（期末・

　　　勤勉手当および寒冷地手当を除きます）の合

　　　計額の平均月額です。

③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）

④給与実態調査区分による一般行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職務内容

主 事 副 主 査
係 長

主 査

課長補佐
室長補佐
主任主査

課　　長
室　　長
事務局長

参 　 事
支 所 長
課 　 長

職員数 18人 8人 101人 44人 21人 7人 199人

構成比 9.0％ 4.0％ 50.8％ 22.1％ 10.6％ 3.5％ 100.0％

（注）本町の給与条例に基づく、給与表の職務の級区分による職員数です。

　　 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

⑤職員手当の状況（平成24年４月１日現在）

※2は平成23年度支給実績（支給者の平均年額）

区　分 南会津町 国 区　分 南会津町 国

期
末
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 特 殊 勤 務 手 当 5,000円／回 ※1 －

６月期 1.225月分 0.675月分 1.225月分 0.675月分 時間外勤務手当 28万2千円／人 ※2 －

12月期 1.325月分 0.675月分 1.375月分 0.675月分
扶 養 手 当

配偶者 13,000円／月
同左

合　計 2.55月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分 その他 6,500円／月

退
職
手
当

支 給 率 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 住 居 手 当 26万5千円／人 ※2 －

勤続20年 23.50月分 30.55月分

同左

通 勤 手 当 10万7千円／人 ※2 －

勤続25年 33.50月分 41.34月分 管 理 職 手 当 33万1千円／人 ※2 －

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度 59.28月分 59.28月分

区  分 給料・報酬月額 期末手当支給割合

町 長 556,500円

 6月期 1.40月分

12月期 1.50月分

   計 　2.90月分

副 町 長 572,400円

教 育 長 536,400円

議 長 314,000円

副 議 長 243,000円

常任委員長 228,000円

議 員 220,000円

1週間の正規の勤務時間 38時間45分

1日の正規の勤務時間 7時間45分

開始時刻 8時30分　 有給休暇
平均取得日数

12.0日
終了時刻 17時15分　

休憩時間
12時00分～
13時00分　

有給休暇
取得率

30.8％

（注）有給休暇平均取得日数および有給休暇取得率は、平成23年

        1月1日から12月31日までのものです。

⑥特別職の報酬等の状況（平成24年4月1日現在） ３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

①一般職員の勤務時間の状況および有給休暇取得状況

②職員の休暇

休暇の種類 付与日数

年次有給休暇
1年に20日間付与され、20日を越え
ない範囲内の残日数は翌年に繰り越
し可能

主
な
特
別
休
暇

結婚休暇 7日以内

産前産後休暇 産前８週間、出産後８週間

妻の出産休暇 2日以内

育児時間休暇 1日30分以内２回（男女とも）

ボランティア休暇 5日以内

子の看護休暇 5日以内（２人以上の場合10日以内）

忌引休暇 続柄により１～ 10日

夏季休暇 5日以内

４ 職員の分限処分と懲戒処分の状況

　平成23年度中の、職員の分限処分･･･２名（休職）

　平成23年度中の、職員の懲戒処分･･･なし

５ 職員の服務の状況

■平成23年度中の育児休業取得職員･･･５名
■平成23年度中の介護休暇取得職員･･･なし

職務専念義務免除

承認件数 104件

免除事由 各種健診の受診、体育大会役員など

営利企業等従事許可

承認件数 なし

６ 職員の研修と勤務成績の評定の状況

①研修開催状況（平成23年度）

件  数 参加者数

10 件 32 人

②勤務成績の評定の状況

　各職員の年１回昇給時期に勤務成績の評定を行って

います。今後は、組織的・効率的な業務遂行の推進や

組織の活性化のために、職員の能力開発および人材育

成を図る新たな人事評価制度の導入が必要とされてい

ます。

７ 職員の福祉と利益の保護の状況

①職員の健康の保持増進対策（平成23年度）

種  類 受診者数

生活習慣病検診 192人

人間ドック 52人

その他の検診 68人

②公務災害等の発生状況

　平成23年度における公務災害･･･３名

８ 勤務条件に関する措置の要求の状況 ※1

　平成23年度中の措置要求･･･なし

９ 不利益処分に関する不服申立ての状況 ※2

　平成23年度中の不服申立て･･･なし

※1	 勤務条件に関する措置の要求とは、職員が給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共
団体の当局により適当な措置が取られるべきことを要求することができる制度です。　

※2	 不利益処分は、職員の地位またはその身分の取り扱いに関しての意に反して行う不利益な処分のことで、この処分に
対する不服申立ては、処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内にしなければなりません。

※1は行旅死亡人処理業務の回数により支給
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11・12 月の健診（検診）のご案内

１１月１８日 馬場医院 　　　　　TEL 0241-62-0141

　　　２５日 なかやクリニック　 TEL 0241-73-2036

　　　

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１１月２９日 木
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩・伊南・南郷地域）
9:30 ～ 9:45 伊 南 会 館

平成23年9 ～ 11月生まれ

平成24年3 ～ 5月生まれ

１２月　６日 木
６～８か月児健康相談
（田島地域のお子さん）

13:30 ～ 13:45
保健センター

（御蔵入交流館内）

平成24年5 ～ 6月生まれ

１２月１８日 火
１ 歳 児 健 康 相 談
（田島地域のお子さん）

13:30 ～ 13:45 平成23年10 ～ 12月生まれ

◆乳幼児健康診査

※「乳幼児健診・相談」の日程については、「平成24年度南会津町母子保健事業日程表」を確認して来所してください。

※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１１月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平 成 2 4 年 7 月 生 ま れ

１２月　５日 水 ３歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00 平成21年5 ～ 7月生まれ

１２月１２日 水 １歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00 平成23年5 ～ 6月生まれ

１２月１９日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 4 年 8 月 生 ま れ

　

塩
入
さ
ん
、
塩
田
さ
ん
、

大
塩
さ
ん
、
塩
谷
さ
ん
・・・

　

那
須
塩
原
、
熱
塩
加
納
、

塩
生
、
塩
川
、
北
塩
原
・・・

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
も

「
塩
」
の
つ
く
苗
字
や
地
名

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

そ
の
事
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
塩
は
私
達
の
生
活

と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
、

生
命
を
維
持
し
て
い
く
上

で
必
要
不
可
欠
な
成
分
で

す
。
私
達
の
先
祖
は
３
億

年
前
に
塩
の
豊
富
な
海
か

ら
陸
上
に
這
い
上
が
っ
て

き
た
際
に
、
塩
を
体
の
中

に
貯
え
る
仕
組
み
を
備
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
少
し

の
塩
で
も
生
き
て
い
け
る

よ
う
進
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
人
は
塩
の
美

味
を
覚
え
、
現
代
で
は
塩

が
簡
単
に
手
に
入
る
た
め

『「
塩
」
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？
』

シリーズ⑪

県立南会津病院
（内科）

阿部  素 先生

診察室から

過
剰
に
摂
取
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

塩
分
過
剰
に
よ
る
問
題
は
、

血
圧
が
高
く
な
る
こ
と
で

す
。
高
い
血
圧
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
で
心
臓
、
腎
臓

な
ど
臓
器
の
働
き
が
悪
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た

全
身
の
血
管
に
負
担
が
か

か
り
、
血
管
が
詰
ま
っ
た

り
破
れ
た
り
し
ま
す
。
例

え
ば
頭
の
血
管
が
詰
ま
っ

た
り
破
れ
た
り
し
た
の
が

脳
卒
中（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
）

で
あ
り
、
日
本
人
に
脳
卒

中
が
多
い
の
は
塩
の
摂
り

過
ぎ
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

寝
た
き
り
の
原
因
第
１

位
で
あ
る
脳
卒
中
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
今
日
か
ら

で
き
る
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

・
醤
油
や
ソ
ー
ス
は
料
理
に

か
け
ず
、
小
皿
に
と
っ
て
少

し
だ
け
つ
け
て
食
べ
る
。

・
唐
辛
子
な
ど
の
香
辛
料
や
、

生
姜
な
ど
の
薬
味
で
味
付
け

を
し
、
塩
や
醤
油
の
使
用
を

減
ら
す
。

・
油
は
食
べ
物
の
ま
わ
り
を

覆
っ
て
し
ま
い
味
を
感
じ
に

く
く
す
る
の
で
、
油
も
少
量

に
す
る
。

・
食
べ
る
量
が
多
け
れ
ば
塩

分
量
も
増
え
る
の
で
、
必
要

以
上
に
食
べ
過
ぎ
な
い
。　

な
ど
で
す
。

　

減
塩
を
続
け
て
い
る
と
味

覚
が
敏
感
に
な
り
、
食
物
中

の
僅
か
な
塩
分
も
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ゆ
で
卵
、

何
も
つ
け
ず
に
眼
を
閉
じ
て

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

か
す
か
に
塩
気
を
感
じ
ま
す

か
？
感
じ
る
よ
う
に
な
れ
ば

免
許
皆
伝
で
す
。

　

私
は
こ
こ
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
３
年
で
す
が
、
南
会

津
の
野
菜
は
と
て
も
美
味
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
野
菜

本
来
の
旨
味
が
分
か
ら
な
く

な
る
程
、
塩
味
を
つ
け
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
で

す
ね
。

※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

１２月　２日 小野木クリニック 　TEL 0241-76-7780

　　　　９日 愛輝診療所　　　　 TEL 0241-78-8688

　　　１６日 あべクリニック 　　TEL 0241-62-8733

　　　２３日 きむらクリニック　 TEL 0241-62-5576

　　　３０日 佐藤医院（下郷町）  TEL 0241-67-2134

11・12 月の日曜当番医

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

むし歯ゼロで元気な笑顔

渡部  愛
あ い り

理ちゃん

（田島）

腕１本 でできる ボランティア

11月 22日（木）

 ・ＪＡ会津みなみ　　　 10：00 ～11：30

 ・御蔵入交流館　　　　  13：00 ～14：00

 ・南会津合同庁舎 　　   14：30 ～16：30

　福島県内の採血状況は、現在も震災の影
響を受け、計画通り実施することができず、
他県からの支援を受けて医療機関に供給す
るなど、大変厳しい状況が続いています。
　１１月に町内で行われる献血は次のとお
りです。多くの患者さんの命が救われるよ
う、献血にご協力ください。

４種混合ワクチン開始のお知らせ

　１１月１日から、４種混合（ポリオ・ジフテリア・

百日咳・破傷風）ワクチンが開始されます。

　接種対象は、原則として、単独のポリオワクチ

ンまたは３種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風）

ワクチンを接種していない方です。

　すでに、単独のワクチンを接種されている場合

は、４種混合ワクチンを接種せず、単独のワクチ

ン接種を最後まで行ってください。

　１１月に対象年齢になる平成２４年８月生まれ

以降のお子さんには予診票を送付いたします。

　その他、予診票を希望する場合やご不明な点が

ありましたら、南会津町保健センターまたは各総

合支所町民課健康福祉係までご連絡ください。

◆子宮がん検診の施設検診について
南会津町では、先に実施した子宮がん集団検診の未受診者（20歳以上の女性）を対象に施設検診を実
施しています。施設検診を希望される方は、11月中に南会津町保健センターまでご連絡ください。

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯のなかったお子さんを

紹介します。みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

君島  輝
あきら

くん

（田島）

大塚  隼
しゅん

くん

（南郷）

渡部  塁
る い と

人くん

（伊南）

梶山  結
ゆ う り

理ちゃん

（田島）

増子  弥
み い な

依南ちゃん

（田島）

岩佐  陽
ひ な

愛ちゃん

（舘岩）

長谷川  愛
あ む

夢ちゃん

（田島）

花見  優
ゆ ら

來ちゃん

（田島）

近藤  莉
り く

玖くん

（南郷）

湯田  晴
は る か

香ちゃん

（田島）
安田  礼

れ い あ

歩くん

（田島）

馬場  咲
さ な

奈ちゃん

（田島）

大竹  生
い く ま

真くん

（田島）
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保育所入所児童を募集します

平成 25 年度

平成25年４月１日から保育所への入所を希望する児童を募集します。
希望される児童の保護者の方は、受付期間内に申し込みください。

■保育所とは
　保護者が仕事や病気・ケガ、母親の出産、病人
の看護をしていて保育ができない場合など、保護
者に代わって保育することを目的とした児童福祉
施設です。

■受付期間
　１１月１日（木）～１１月３０日（金）
　　午前８時３０分～午後５時１５分

■提出書類
　入所申込書等、提出していただく書類は、各　
保育所および本庁健康福祉課・各総合支所町民　
課窓口にあります。

■申込み方法
　入所申込書などに必要児童を記入の上、各保育
所または本庁健康福祉課・各総合支所町民課窓口
へ申し込みください。
　児童の状況等をお聞きしますので、申込みには
必ず保護者の方がおいでください。

■保育料
　児童の年齢（学齢）と児童と同居する世帯の扶
養義務者（父母等）の所得税、住民税の課税額に
より異なります。

■その他
　希望する保育所が定員を超えているとき、ある
いは調査の結果、家庭での保育が可能と判断され
たとき等は、入所できない場合や希望する保育所
を変更していただく場合があります。
※くわしくは、本庁健康福祉課、各総合支所町民
課、各保育所に「保育所入所案内」を準備してお
りますのでご覧ください。

■保育所入所定員
保育所 定員 地域

《田島地域》

町立びわのかげ保育所 120人 永　田

町立田部原保育所 60人 田部原

社会福祉法人常真会
田島保育園

120人 丹　藤

《伊南地域》

町立伊南保育所 60人 古　町

《南郷地域》

町立南郷保育所 60人 片　貝

新物流システムの取扱いについて

　町では、平成２２年度より町民や観光客が、宅配
便を安価に利用できる仕組みを構築することによっ
て物産品等の消費を促し、地域経済の活性化を図る
ことを目的として、宅配物（３０㎏以内）が全国一
律６００円の配送運賃となる新物流システム構築事
業を行っています。
　しかし、地元の物産品を購入せずに、自家栽培の
米や野菜のみを親族等に発送する際に当該事業を利
用するなど、一部事業の趣旨に合わない利用も見受
けられます。
　自家栽培の米や野菜などを無償で親族等に発送す
る場合は事業の対象となりません。
　取扱いにご注意ください。

一人一人がルールを守りましょう！

購入した物産品

最終消費者へ販売する。

自家栽培の農産物など（無償）

市場・スーパー等へ卸す。

発　送

発　送

発　送

発　送

○

○
×

×

協
力
店

新物流システムの対象となる宅配物

※ 親族等に無償で発送する場合や、『卸し』にあたる取引行為に使用する場合は対象になりません。

町内で販売されている物産品およびお土産品

■問い合わせ
　本庁総合政策課
　　　℡  0241-62-6240
　舘岩総合支所振興課
　　　℡  0241-78-3330
　伊南総合支所振興課
　　　℡  0241-76-7715
　南郷総合支所振興課
　　　℡  0241-72-2900

■

和
太
鼓
を
整
備

　

町
内
で
は
保
育
園
児
か
ら
一
般
成
人

ま
で
、
幅
広
く
和
太
鼓
演
奏
を
行
う
団

体
が
組
織
さ
れ
、
演
奏
発
表
す
る
な
ど

世
代
を
超
え
た
交
流
や
伝
統
文
化
の
継

承
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
町
で
は
平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
太
鼓
演

奏
団
体
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流

を
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
和
太
鼓
等

の
備
品
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
盛

り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
庁
総
合
政
策
課　

地
域
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０

地域に役立つ宝くじ助成
コミュニティ助成事業で備品を整備

問℡

■問い合わせ
　本庁健康福祉課　　　℡  0241-62-6170
　舘岩総合支所町民課　℡  0241-78-3325
　伊南総合支所町民課　℡  0241-76-7713
　南郷総合支所町民課　℡  0241-72-2225

田
島
保
育
園
に
貸
与
さ
れ
た
和
太
鼓

（旧「手ぶらでワンコイン事業」）

町
民

町
民
・

観
光
客
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検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

ふれあい懇談会
　「ようこそ町長室へ」

■実施日と場所

　１１月２２日（木）

　　１０：００～１２：００　舘岩総合支所

　１１月２９日（木）

　　１０：００～１２：００　南郷総合支所

　※10月24日発行の「町のお知らせ」でお知らせした
　　日程と変更になりました。
■申込み・問い合わせ先（事前申し込みが必要です）

　２２日実施分 ･･･ 舘岩総合支所振興課企画観光係
　　　　　　　　　TEL ０２４１ー７８ー３３３０
　２９日実施分 ･･･ 南郷総合支所振興課企画観光係
　　　　　　　　　TEL ０２４１ー７２ー２９００

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

新着本紹介のご案内

【児童図書】
地図からわかる日本　　　　猪郷　久義　監修
おしごと制服図鑑　　　　　　　　講談社　編
ありがとう３組　　　　　　　乙武　洋匡　著
世界一ちいさな女の子のはなし
　　　　　　　　　　サリー・ガードナー　作
シフト　　　ジェニファー・ブラッドベリ　著
メガネをかけたら　　くすのき　しげのり　作
しんかんくんとあかちゃんたち　　のぶみ　作
あるいてます　　　みやにし　たつや　作・絵
川のぼうけん　　　　エリザベス・ローズ　文

【一般図書】
本のおかわりもう一冊　　　　　桜庭　一樹　著
エノキ氷レシピ　　　　　　　　塩入　公子　著
オスプレイとは何か　　　　　　　石川　巌　著
大きく、しぶとく、考え抜く。　原田　泳幸　著
弱くても勝てます　　　　　　　高橋　秀実　著
犬とハモニカ　　　　　　　　　江国　香織　著
ある男　　　　　　　　　　　　　木内　昇　著
空より高く　　　　　　　　　　　重松　清　著
失敗したって、いいんだよ　　志茂田　景樹　著
島へ免許を取りに行く　　　　　星野　博美　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

11月の休館日
わくわくとしょかんワーク

《冬のおはなし会スペシャル》

　■日  時　１２月１５日（土） 午前１１時～　

　■場  所　御蔵入交流館多目的ホール

　■対  象　幼児～小学校低学年

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522 12月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

１１,１２月のイベント

息吹　おいでよ南会津公演
　３月の沖縄公演・８月の越谷公演で福島の元気を発信してきた息吹の子どもたち。
　２つの公演でさらに成長したチーム息吹の踊りをぜひご覧ください。

■日　　　時　１１月２４日（土）

　　　　　　　昼の部　１３：３０開演（１３：００開場）

　　　　　　　夜の部　１８：００開演（１７：３０開場）

■入　場　料　指定席 Ｓ席 3,000円　Ａ席 2,500円

　　　　　　　自由席 Ｂ席 1,500円

　　　　　　　※当日は全席＋500円になります。

■問い合わせ　息吹公演事務局　℡ ０２４１-７８-７０７７

日
本
一
へ
の
挑
戦

　

田
島
保
育
園
Ｏ
Ｂ
の
小
学
生

ら
で
構
成
さ
れ
て
い
る
田
島
太

鼓
ク
ラ
ブ
龍
巳
会
が
、
太
鼓
日

本
一
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

11
月
18
日
（
日
）
に
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る

『
太
鼓
祭
in
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

２
０
１
２ 

組
太
鼓
日
本
一
決
定

戦
』
が
そ
の
舞
台
。

　

９
月
22
日
に
埼
玉
県
で
行
わ

れ
た
東
日
本
大
会
で
は
、「
風
、

吹
く 

～
掟
～
」
を
披
露
。
什
の

掟
を
胸
に
抱
き
、
会
津
戊
辰
戦

争
で
は
か
な
く
も
散
っ
た
白
虎

イルカ 40th Anniversary コンサート 2012～2013
　～震災復興支援～ 「共に生きる・・・この時を」

　　　　　　　　　　■日　　　時　平成２５年３月３日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：３０開演（１５：００開場）

　　　　　　　　　　■入　場　料　全席指定 ４,０００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　※未就学児の入場はご遠慮願います。

　　　　　　　　　　■プレイガイド　御蔵入交流館

　　　　　　　　　　■チケット発売日　１２月２日（日） 午前９時

　　　　　　　　　　　　　　　　 ※発売日当日の購入枚数は、お一人様４枚までとさせていただきます。

　　　　　　　　　　■主　　　催　南会津町文化ホール運営委員会 ／ 福島放送

　　　　　　　　　　■提　　　供　イルカオフィス

　　　　　　　　　　■企画制作　ＭＳエンタテインメント・プランニング

　　　　　　　　　　■協　　　力　ＩＵＣＮ国際自然保護連合 ／ 日本クラウン

　　　　　　　　　　■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡ ０２４１-６２-６３１１

隊
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
で
、
子

ど
も
た
ち
は
和
太
鼓
で
「
会
津

魂
」
を
伝
え
ま
し
た
。
惜
し
く

も
準
優
勝
で
し
た
が
、
１
位
と

の
差
は
わ
ず
か
。
日
本
一
決
定

戦
で
の
組
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
勝
を
目
指
し
、
練
習
を
積
ん

で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
９
月
28
日
に

町
長
室
を
訪
れ
、
大
宅
町
長
へ

東
日
本
大
会
の
報
告
と
日
本
一

決
定
戦
へ
の
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　

太
鼓
日
本
一
を
目
指
す
龍
巳

会
へ
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

日本一を目指す子どもたち

　田島太鼓クラブ龍巳会

応援よろしくお願いします

ひとりで悩んでいませんか？

　福島県南会津保健福祉事務所の女性
相談員が、さまざまな悩みを持つ女性
の皆さんの良き相談相手になり、問題
解決をお手伝いをします。
　相談された方の秘密は厳守しますの
で、まずはご相談ください。
例えばこんなことで悩んでいませんか？
　・結婚や離婚など家庭内のトラブル
　・家族関係のこと
　・配偶者などからの暴力や暴言など
　・経済面や生活のこと　等々
相談・問い合わせはこちら
　福島県南会津保健福祉事務所
　　℡　0241-63-0305

女性相談員にご相談ください
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

刺
あ
る
木
一
本
立
て
り
我
が
う
し
ろ
　
　
　
　
　
酒
井
　
秀
穂

　

熊
の
出
る
噂
の
あ
り
し
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
た
か
女

　

面
ま
つ
り
秋
の
気
配
の
肩
ぐ
る
ま
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
彩
華

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
　
梅
宮
　
直
子

　

蓮
の
葉
に
露
の
た
ま
一
つ
二
つ
三
つ

                

朝
の
光
に
輝
き
を
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
本
松
　
小
林
　
安
子

　

母
の
米
寿
こ
と
ほ
ぎ
縫
ひ
し
朱
の
座
布
団

                

わ
れ
も
米
寿
に
つ
つ
し
み
座
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
    　

下
塩
江
　
大
竹
　
幸
一

　

東
京
の
デ
モ
に
呼
応
し
「
原
発
を

                

な
く
せ
」
と
唱
和
す
田
島
駅
前

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

松
茸
の
匂
い
肴
に
酒
を
飲
む
　
　
　
　
　
　
　
星
　
　
柳
山

　

癌
に
よ
し
杯
一
つ
野
ぶ
ど
う
酒
　
　
　
　
　
　
湯
田
　
畊
道

　

鳥
唄
ひ
風
囁
け
り
草
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
孤
庵

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

引
き
潮
の
安
芸
の
宮
島
新
松
子
　
　
　
　
　
　
美
世
子

　

雁
来
紅
祖
母
の
切
り
札
閻
魔
さ
ま
　
　
　
　
　
り
つ
子

　

晩
酌
は
少
し
大
目
に
か
み
の
留
守
　
　
　
　
　
　
良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

青
雲
を
抱
き
晩
夏
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
　
　
　
　
　
五
十
嵐
ト
メ
子

　

ぼ
た
餅
を
隣
に
も
分
け
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
恭
子

　

爽
や
か
や
女
医
の
抜
歯
の
白
き
指
　
　
　
　
　
星
　
美
恵
子

まちの文芸
　「我がこころの原点　南あいづ」 
　　　　　　　東京都板橋区　二瓶　和敏　

　「ふるさと会津田島会」（「ふるさと南会津会」の
前身）の誕生は１９年前の平成５年１１月。田島
町と同町出身者が連携協力し、ふるさと田島町の
発展と出身者の親睦を図ることを目的に結成され
た。当時、東京の私の法律事務所では、新人が入
るたび事務所旅行と称して会津に連れて行くのが
ならいであり、結成にも喜んで参加させて頂いた。
　私は昭和１９年生まれ、農家でない両親のもと
で兄弟も多く、敗戦まもなく年少時代を過ごした
思い出といえば食べ物にまつわるものが多い。貧
しい暮らしで飢えてもいたが、ふるさとの自然は
おおらかで、大川で手掴みでかじかをとらえ、串
刺しに焼いて食べたり、裏山で見つけた栗を食べ
たときの渋み、あけびの甘さなどが懐かしい。学
校帰りは、級友と水路に笹舟を流したり、愛宕山
に登ったり、冬は下駄スキーなどで遊んだ。一方
で、父親が戦死した家庭もあり、傷痍軍人などを
見て育った。こども心に暗い気持を抱いたが、そ
の思いを強くしたのが、高校時代に読んだ五味川
純平の戦争の悲惨さと非人間性を鋭く描いた「人
間の条件」である。当時、同時に感銘をうけたのが、
戦争の放棄と基本的人権の尊重を謳った「日本国
憲法」と、戦争は人の心の中に始まるものなので、
心に平和の砦を築かなければならないと謳ってい

る「ユネスコ憲章」であった。それらの出会いがきっ
かけとなり、法律家をめざすことになった。以来、
大学入学を機に上京し、そのまま東京近郊に住ん
で半世紀にもなってしまった。しかし、私の人間
形成の土台となった会津の自然豊かな山郷の滋味
溢れる共同社会こそ、我が心の「原点」である。
　昨年３月１１日、東日本大震災による福島第一
原発事故は衝撃であった。被災地では８万人以上
の住民が強制的な避難を余儀なくされ、多くの避
難民がふるさとを失った。このような悲劇を繰り
返さないためにも、脱原発をめざして再生可能エ
ネルギーの開発を推進する必要があり、それは地
震大国日本においては一刻を争う課題である。
　幸いにして南会津は、福島のなかでも放射線量
が東京並みに低い。しかし、風評被害は深刻である。
毎年初夏、事務所から多くの知人たちに南会津名
産のアスパラガスを送ってきたが、昨年につづき
今年は「南会津、がんばれ」のメッセージも込め
て送っている。

二瓶 和敏さん

（田島・東町出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　 

ご
ざ
い
ま
す

　

10
月
１
日
、
南
会
津
演
歌
倶

楽
部
よ
り
、
９
月
16
日
に
御
蔵

入
交
流
館
で
開
催
し
た
「
第
３

回
南
会
津
演
歌
倶
楽
部
発
表
会
」

の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
４

３
，
２
０
０
円
を
町
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

石
井
正
好
会

長
ら
が
町
長
室

を
訪
れ
、
寄
付

金
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第

７
回
南
会
津
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
「
星
光
芳
杯
」
の
際
に
、

参
加
者
か
ら
募
っ
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
募
金
25
万
１
千
円
を
町
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、
佐
藤
廣
子
さ
ん

（
羽
塩
）
よ
り
10
万
円
を
町
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
長
室
を
訪
れ
た
佐
藤
さ
ん

は
、「
町
の
福

祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」と
、

大
宅
町
長
に
寄

付
金
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、

大
会
名
誉
会
長

の
前
舘
岩
村
長

の
星
光
芳
さ
ん

ら
が
町
長
室
を

訪
れ
、
寄
付
金

を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

編
集
後
記

▽
今
月
は
久
し
ぶ
り
に
編
集
後

記
を
書
く
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま

し
た
。
お
詫
び
と
訂
正
が
な
け

れ
ば
毎
月
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
ん

で
す
が
ね
…
▽
10
月
は
広
報
紙

作
成
の
た
め
の
研
修
を
受
講
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の

自
治
体
の
広
報
担
当
者
た
ち
と

交
流
し
た
こ
と
で
、
も
っ
と
も

っ
と
良
い
「
広
報
み
な
み
あ
い

づ
」
に
し
た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。（
相
原
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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紅
葉
の
中
、
閲
団
・
分
列
行
進

　

10
月
28
日
、
舘
岩
地
域
水
石
地
内
の

国
道
３
５
２
号
と
舘
岩
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
、
南
会
津
町
消
防
団
の
秋
季

検
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

紅
葉
色
づ
く
国
道
３
５
２
号
上
で
行

わ
れ
た
閲
団
に
は
、
23
日
に
引
渡
さ
れ

た
消
防
ポ
ン
プ
車
が
登
場
。
検
閲
官
で

あ
る
大
宅
町
長
や
、
執
行
委
員
長
の
野

中
新
三
消
防
団
長
を
乗
せ
て
閲
団
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
分
列
行
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
後
は
、
会
場
を
舘
岩
中
学

校
体
育
館
に
移
し
、
通
常
点
検
や
小
隊

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
団
員
は
日
ご
ろ

の
訓
練
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、

　
　
　
　
　
谷
地
地
区
に
配
備

　

地
域
防
災
を
担
う
町
消
防
団
に
、
新

た
な
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
消
防
車
両
引
渡
し
式
が

役
場
本
庁
で
行
わ
れ
、
南
会
津
町
消
防

団
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
が
引
き

渡
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
は
、
南
会

津
町
消
防
団
南
郷
支
団
第
１
分
団
第
13

部
（
谷
地
）
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
に
な
っ
て
初
め
て
の
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
配
備
に
、
消
防
団
の

皆
さ
ん
の
期
待
は
高
ま
り
、
こ
れ
か
ら

町
消
防
団
に
新
た
な
力
、

　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
決
意
で
消
防
検
閲

の
消
防
・
防
災
活
動
に
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、

万
一
火
災
が
発
生
し
た
際
の
消
火
活
動

等
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

鍵の引渡しを行う町長と野中新三消防団長（左）

南郷支団第１分団第１３部（谷地）に配備された消防ポンプ自動車

南会津町消防団秋季検閲式

分列行進を行う消防団

新規配備された消防ポンプ自動車で行われた閲団


